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研究成果の概要（和文）：　中国・九州地域における部品取引システムの進化について，環境対応自動車の開発・製造
との関連から考察を行った。結果，両地域の部品取引の連携が模索されているが，大規模な部品取引への急速な発展は
見られなかった。むしろサプライヤーにおいて連携を強化したのは，既存の系列関係を活かした海外での系列外取引の
増大であった。海外ではまだ，ガソリンエンジン車の普及可能性が高く，外部に活路を見出した新たな連携を考察した
。

研究成果の概要（英文）： This research project conducted an evolution of the part transaction system in de
velopment and production of eco-friendly vehicles, in Chugoku and Kyushu region. As aresult of research, F
irms promoted both regions' collaboration, but didn't achieve voluminous transaction between Chugoku and K
yushu region. Rather than make deal of both regiond increase by force, Suppliers applied the existing rela
tionship of Keiretsu and expanded transactions. We showed that there is a great demand for gasoline-engine
 vehicle in overseas and new collaborations of external oriented.
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１．研究開始当初の背景 
(1)自動車部品をめぐる経営環境 
 本研究の目的は，自動車部品産業における
従前の関係と違った，新しい連携関係が生ま
れつつあるのか否かを解明することである。
近年，ガソリン自動車からハイブリッド・電
気自動車（HV/EV）へ製品が進化しているな
かで，部品取引にどのような影響が見られる
のかが考察の焦点となる。 
 調査対象は，マツダや三菱自動車の組立工
場が立地する中国地域と，トヨタや日産など
の組立工場が立地する九州地域の自動車部
品サプライヤーである。中国地域は機械系の
部品供給体系は整っているが，エレクトロニ
クス化への対応が遅れているとされてきた。
他方，九州地域は自動車産業の開始が比較的
新しいため，エレクトロニクス化への対応は
進んでいるが，機械系部品サプライヤーの集
積が弱く，地元調達率が低いとされてきた。 
 本研究では，両地域の自動車部品供給体制
の再編の分析を通じて，上記の目的を明らか
にした。その際に，特にティアワン・サプラ
イヤーの扱う主力部品供給に注目し，連携関
係の実態を調査した。これらを通じて両地域
で，特に HV/EV 製品関連部品の取引が域
内・域間ネットワークとして，従前とは違っ
た，新しい形態を示しているか否かを解明し
た。 
 
(2)学術的背景 
①部品取引の問題 
 日本の自動車産業の強さの源泉として，長
期的取引を基盤とする「系列」が注目されて
きた。浅沼（1984）は関係的技能（relational 
skill）として，特定メーカーとの継続した取
引を通じて生み出される技能に注目してい
た。Clark&Fujimoto(1991)でも，日本の自
動車メーカーとサプライヤーとの密接な関
係が高業績の源泉になっていると指摘され
てきた。しかし，自動車生産も進化を続けて
おり，取引関係の見直しも必要となっている。 
本研究が分析対象にする中国地域と九州

地域では，それぞれの特性を活かした分野で
の系列外取引が進行してきた。 
このなかで，われわれが注目したのが，従

来の系列とどのように異なる部品取引形態
が見られるようになったのかである。さらに，
両地域は東アジアのハブ的機能が期待され
る位置にあることも念頭に考察することを，
本研究の第一の課題とした。 
 
②部品サプライヤーの企業存続問題 
 サプライヤーの新しい連携システムに注
目しながら，自動車産業界でも学術的にも喫
緊の課題になっている部品サプライヤーの
経営問題を取り上げた。以前から，自動車メ
ーカーとともに成長するサプライヤーとい
う観点から，経営問題の研究がなされてきた。 

 近年の経営環境の変化に対応するため，サ
プライヤーには自立した経営が強く求めら
れるようになっている。企業存続をかけた活
動がさらに重要性を増しており，これを究明
することを，本研究の第二の課題とした。 
 
２．研究の目的 
(1)分析視座の構築 
 これまで，主に広島地域の自動車部品サプ
ライヤーを対象に，サプライヤー同士のネッ
トワーク活動や，その成立や存続のための要
因を解明してきた。研究を進める中で，機械
加工に従事するサプライヤーは，HV や EV
の開発・製造に直面し，既存の部品取引縮小
が懸念される分野では，社運をかけた新分野
開拓が問われており，将来の事業展開に企業
間ネットワークを活用する新動向があるこ
とを考察した。 
 本研究では，広島地域からマツダ防府工場
が立地する山口県西部を含めて，九州地域に
およぶ西日本地域における部品サプライヤ
ーの連携を考察することを大きな目的とし
た。特に，ティアワン・サプライヤーを中心
にして，連携の形態を分析し，地域内外の部
品取引の変化を解明しようとした。 
 その際，連携の変化が分かるような，新し
い分析視座の構築も同時に目指した。 
 
(2)本研究の特色や独創的な点 
 本研究の特色および独創的な点として，以
下があげられる。 
第 1 は，従来の系列を越え，地域内と地域

間の連携関係について分析する点である。第
2 は，自動車部品サプライヤーを主体とした
分析という点である。自動車メーカーではな
く，サプライヤーに主眼をおくことで経営問
題や事業変化を詳細に分析する点である。第
3 は，国際競争にさらされている地場産業の
視点を取り入れることである。地場産業の衰
退は地域経済全体に影響を及ぼすため，地域
全体で何らかの対策を施していくことが求
められてきた。 
 こうした問題意識と目的から，本研究では，
中国・九州それぞれの地域間や地域内のサプ
ライヤーを考察し，新しい連携や経済活動に
ついて解明した。 
 
３．研究の方法 
(1)分析視座の軸について 
 サプライヤーの連携を考察するために，新
たな分析視座の構築を行なった。 
実際のサプライヤーは自動車メーカーを

中心とした部品ヒエラルキーの中にあると
同時に，地域社会にも密接な関係がある。本
研究で調査対象地域にしている中国地域や
九州地域はそれぞれ独自の地域社会の特色
がある。本研究では，部品取引面と同時に，
地域の社会的側面も考慮して，より現実に即



したサプライヤーの姿をとらえる分析視座
の構築を試みた。
 新しい分析視座では，現実に即したサプラ
イヤーをとらえるため，①戦略論的側面，②
社会学的側面，③中小企業論的側面の
軸を設定した。
戦略的側面とは，従来の研究蓄積が多くあ

るサプライヤー関係の領域であり，企業存続
や競争優位を考察する。効率的な自動車生産
がいかに構築されていて，サプライヤーがど
のような役割を担っているのかが重要にな
る。社会学的側面では，分業や交換，社会ネ
ットワークなどが議論の対象となり，社会シ
ステムや交換関係を考察する。部品取引その
ものがどのような意味を持つのかを再考す
ることができた。中小企
プライヤーが自動車生産システムの一部を
なすことを重要視した視点であり，事業展開
をいかに行
した。その内容を表
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しない連携は，見方によっては失敗例として
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(3)分析視座の利点
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